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１ はじめに 

温室効果ガス削減の世界的規模での対策が急務となった今、化石燃料に頼らない社会の

実現に向かう潮流の中で、地球温暖化の新たな国際的枠組みである「パリ協定」が昨年  

１１月４日に発効され、先進国、途上国を問わず、温室効果ガスの削減に取り組む初めて

の体制がスタートしました。すでに政府は地球温暖化対策計画を平成２８年５月に閣議決

定し、２０５０年までの排出量を、現在に比べて８０パーセント削減する目標を示してい

ます。 

本市でも、昨年、松本市地球温暖化対策実行計画（以下「実行計画」という。）が改定

されるとともに、再生可能エネルギー地産地消推進計画（以下「推進計画」という。）が

策定され、これらの計画の中で、温室効果ガスを削減するための具体的な目標及び取組方

針が示されました。 

しかし、実行計画による削減効果が最大化されるためには、市民・事業者における各施

策への理解が進み、再生可能エネルギーの導入など、民間レベルでの取組みも活発化する

ことが不可欠です。 

そこで、他市の温暖化対策に関する取組事例を参考に、温暖化対策と再生可能エネル 

ギー導入における周知・啓発のあり方について調査研究することとしました。 

 

２ 調査研究の経過 

平成２８年 ６月１３日 研究テーマ案を委員から募集 

         ７月１１日  担当課より松本市の環境政策について説明を受ける。 

        ８月 ４日 那須野ヶ原土地改良区連合 小水力発電施設視察 

           １０月２５日 飯田市 再生可能エネルギーの導入による持続可能な地域

づくりに関する条例について視察 

                   中信平土地改良区連合 小水力発電施設視察 

           １１月１７日 再生可能エネルギー推進条例の議員提案について検討 

        １２月１６日 ＪＡ長野厚生連佐久総合病院 木質チップボイラー視察 

            １２月２０日 中間報告 

平成２９年 １月１９日 これまでの調査結果に基づいて検討 

             ２月  ２日 安曇野市 安曇野環境フェアについて視察 

                  自然エネルギーネットまつもと 意見交換  

            ３月１０日 提言内容について検討 

           ３月１５日 自然エネルギーネットまつもと 意見交換 

          ３月２２日 提言書（素案）を協議         

  

３ 調査研究の内容 

⑴ 再生可能エネルギーの導入による持続可能な地域づくりに関する条例について（飯田

市） 
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ア 豊富な再生可能エネルギー資源と地域の「結い」を活用し、低炭素で活力ある地域

づくりを推進 

    飯田市では、住民に再生可能エネルギーを活用した地域づくりを進めてもらうため、

その理念と、地域環境権の賦与、そして行政による具体的な支援・推進体制を条例に

よって定めました。 

 

  イ 地域環境権 

 再生可能エネルギー資源は市民の総有財産であり、そこから生まれるエネルギー

は市民が優先的に地域づくりに活用できるとする権利を地域環境権と定めました。 

 

⑵ 安曇野市環境フェアについて（安曇野市） 

   

ア 概要と目的 

安曇野市環境基本計画で定められた取組みを広く紹介するとともに、市民・事業

者・行政が環境に関する情報を発信、交換することで、交流を深め、つながりの環を

広げていくことを目指して、安曇野環境フェアを開催しています。主催は安曇野市、

安曇野環境フェア実行委員会であり、市民主体の企画運営がなされています。 

  

  イ 第９回安曇野環境フェア２０１６について 

    開催日：平成２８年１０月８日（土） ９：３０～１６：００ 

                ９日（日） ９：００～１６：００ 

    場所：安曇野市堀金総合体育館 

    来場者：約１，９００名 

    出展団体：６４団体 

   

  ウ 課題と工夫 

    集客が見込め、かつ来場者への環境に関する普及・啓発に資する内容とすることが

課題。また、参加団体、企画内容がマンネリズムに陥らないように努めています。子

どもを参加主体とし、子どものころから環境に対して関心をもってもらうような工夫

をしています。 

    

 ⑶ 「自然エネルギーネットまつもと」との意見交換 

    再生可能エネルギー導入の促進に取り組む市民団体「自然エネルギーネットまつも

と」と、本市の温暖化対策における周知啓発の必要性と、再生可能エネルギーの地産

地消推進について意見交換をしました。議論された主な内容は、以下のとおりです。 

 

 ア 周知啓発の必要性 

・ 実行計画、推進計画の市民認知度が低く、市民における環境意識の底上げが必要 
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・ 温室効果ガスを削減する身近な取組みの市民周知が重要 

・ バイオマス燃料等（もみ殻固形燃料等）は、防災の観点からも重要 

 

イ 再生可能エネルギーの地産地消推進について 

・ 使命をもって継続して取り組む人材の育成が必要 

・ 子どものころからの環境教育による市民意識の醸成 

・ 自然エネルギー導入について相談できる場所の確保 

 

４ 松本市の現状と課題 

⑴ 松本市の現状と施策目標 

 

ア 本市の温室効果ガス削減目標 

本市の平均気温偏差の推移は、１００年あたり１．８８度。世界では０．７度、     

日本では１．１４度となっており、本市の平均気温はより速いペースで上昇していま

す。 

実行計画の中では、平成４２年度の温室効果ガス排出量を平成１９年度比で３０ 

パーセント削減、平成６２年度の温室効果ガス排出量を平成１９年度比で８０パー

セント以上削減としています。 

 

     （出典：松本市地球温暖化対策実行計画（平成２８年度改訂版）概要版より） 

 

イ 本市の再生可能エネルギーの自給率目標 

     推進計画の中で、平成４２年度は２０％（平成１９年度より１４．２パーセント増）、

平成６２年度は６９パーセント（平成１９年度より６３．２パーセント増）と設定し
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ています。 

 次の表は、本市の温室効果ガス排出量の推移。２０１２年時点で、総排出量は          

１５８．６万トンであり、事業者による排出が多い一方、家庭からも２４．４万トン 

のＣＯ２が排出されています。 

 

（出典：松本市地球温暖化対策実行計画（平成２８年度改訂版）より）  

 

 
      実行計画をもとに設定した再生可能エネルギーごとの目標値 

      （出典：松本市再生可能エネルギー地産地消推進計画概要版より） 
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  これらの目標を達成するため、本市では以下の４つの対策を定めています。 

    

    （出典：松本市地球温暖化対策実行計画（平成２８年度改訂版）概要版より） 

 

ウ 松本市の再生可能エネルギー導入意向調査より 

    本市の再生可能エネルギーの導入意向は、次の表のとおり 

               導入意向と主な担い手            （％） 

 
※太陽熱利用：【自】自然循環型太陽熱温水器、【強】強制循環型ソーラーシステム 

※バイオマス利活用：【ペ】木質ペレットストーブ、【薪】薪ストーブ 

（出典：松本市再生可能エネルギー地産地消推進計画（参考資料）より） 
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   この表から、地域によって再生可能エネルギーの活用意識に差があることや、市民・

事業者の導入意向が０パーセントで、主な担い手が存在しない地域も多いことがわかり

ます。市民・事業者の再生可能エネルギーへの活用意識の向上を図り、導入の担い手を

増やすことが求められています。 

 ⑵ 課題 

   再生可能エネルギー推進の担い手と導入意向に課題があります。 

   本市においてこれらの環境の取組みについて触れられる機会として、環境に関する主

なイベントは、「美術館のキャンドル・ナイトＩＮ ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ」や「松本市

消費生活展」等があります。 

また、本市の環境教育として取組みでは、松本の豊かな環境資源を活用した子ども向

けや一般向けの幅広い世代に向けたエコスクール事業、環境イベントの開催、継続参加

につながるまつもと環境教育情報のメール配信、市内２１小・中学校での環境教育支援

事業、市内市立保育園等４６園で実施した参加型の環境教育などを通じて市民の環境意

識を高め、環境負荷軽減に向けた活動の拡大に効果をあげています。 

しかし、これらはそれぞれのテーマに沿った開催、実施となっており、総合的な温暖

化対策に多くの市民が一堂に触れられる機会は限られている実態があるようです。 

 また、実行計画及び推進計画は、高い削減目標が設けられており、その取組内容も多

岐にわたることから、長期的視点に立つと、各施策について市民・事業者の理解を進め

ることが重要です。 

   よって、行政・市民・事業者が同じ目的を共有し、温室効果ガス削減目標を達成する

ための取組みが必要です。 

 

５ 提言 

⑴ 提言 

 「（仮称）松本市環境フェア」の開催 

⑵ 目的 

 市民・行政・事業者が一体となって温室効果ガス削減を図れるよう、本市の温暖化対

策・再生可能エネルギー政策を定期的に周知・啓発するため。 

⑶ 概要 

   対象は市民・事業者。一定規模かつ定期開催とし、再生可能エネルギーの地産地消推

進を含めた温室効果ガス削減の施策を周知してください。例えば、災害時を想定し、も

み殻を固形化したバイオマス燃料を活用し、調理する体験コーナーや、将来期待できる

再生可能エネルギーの紹介、省エネ・家計の節約の取組み例や、今までのライフスタイ

ルを見直すなど、自分にできる温暖化対策として身近な取組みを盛り込んだイベントの

開催が有効と考えます。 

 

６ おわりに 

提言の調査・研究の過程で、再生可能エネルギー推進条例の制定についても検討されま
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したが、再生可能エネルギーを活用し、低炭素で活力ある地域づくりを目指すためには、

まず、本市の温暖化対策について市民意識の醸成を図ることが重要という考えに至りまし

た。 

    提言のイベント実施により、本市の温暖化対策及び再生可能エネルギー政策が市民にと

ってわかりやすく、身近なものとなることは、本市策定の各計画における着実な履行につ

ながります。このイベントを開催するに当たっては、市民活動団体をはじめとした市民主

体によるものとし、子どもが楽しく学べる場の設置や、毎年テーマの設定をする等、参加

者及び企画内容がマンネリズムに陥らないような工夫もお願いします。 

長期的視点に立ち、事業者だけでなく、市民・子どもたちに対して温暖化対策や再生可

能エネルギー利活用意識の醸成が一層図られることを期待します。 



平成２８年度の環境フェア・イベント開催状況

名称 主催団体
開催
回数

来場者数 開催期日 会場
参加
団体

環境フェア 新潟市 ２９回 30,000人 10月2日
新潟市

万代シティ通り
４２団体

ふなばし環境フェア 船橋市環境フェア実行委員会 １９回 5,100人 6月11日
船橋市
中央公民館

４９団体

2016環境フェア㏌佐久
豊かな環境づくり佐久地域会議
家畜改良センター長野支場

長野県、佐久市、佐久商工会議所
１２回 5,000人 10月1日、2日

佐久市
長野牧場

２６団体

京都環境フェスティバル2016京都環境フェスティバル実行委員会 ２７回 26,000人 12月10日、11日
京都府

総合見本市会館
１２６団体

安曇野環境フェア2016
安曇野市

安曇野環境フエア実行委員会
９回 1,900人 10月8日、9日

安曇野市
堀金総合体育館

６４団体

信州環境フェア2016 信州環境フエア実行委員会 １６回 6,634人 7月30日、31日
長野市
ビックハット

６０団体

松本市消費生活展 松本市消費生活展実行委員会 ４１回 4,820人 10月22日
あがたの森
文化会館

２４団体

美術館のキャンドル・ナイト
ＩＮ　ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ

松本市美術館
地球温暖化防止ネットワーク（エコネット松本）

１０回 380人 6月17日 松本市美術館 ―

参考資料
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